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『大日堂舞楽』に掲載されている「だんぶり長者物語」には「竜馬」というのが出てきます。だんぶり長者は霊

泉のお礼に角が一本生えた黒馬をもらい、これを近くの山に放しておいたところ、日に数百里を走る馬が生ま

れたということです。この山には大きな沼があり時々天から竜が降りてきて水を飲むのですが、その水を飲んだ

馬たちが「竜馬」になったのです。そこは「竜馬ヶ森」と呼ばれたとありますがその名は今はなく、代わりに「竜ヶ

森」という山が青森・岩手・秋田三県に五つあります。青森県の田子町に一つ、岩手県八幡平市に二つ、大館

市の北秋田市と鹿角市の境に一つずつです。

物語では「南部馬」の優秀さを竜の血を引いているとでも言わんばかりですが、そこにはちゃんとした根拠が

あるようです。まず奥州藤原氏は毎年貢馬（くめ）として朝廷に糠部駿馬（ぬかのぶしゅんめ）を贈ったとありま

す。また戦国時代の武将たちは競って南部馬を求めたとありますから、その優秀さは折紙付きだったのです。

その主産地が糠部というところだったようですが、ここは青森県の東部と岩手県の北部にかけての一戸から九

戸の地名のあるところです。とくに三戸・五戸・七戸は名馬の産地として名高かったようです。そしてこの糠部と

鹿角は境界を接して隣り合っていたのです。

天明８（１７８８）年の徳川幕府の巡見使に随行した地理学者の古川古松軒（こしょうけん）は、来満峠から大

湯を通って鹿角入りしたときに、「南部の地、辺鄙ながら馬のよきには皆みな驚きしことにて、日々数百疋の馬

を見ることなるに見苦しき馬はさらになし。何れを見ても、一疋ほしきことなりとおもわぬ人もなし。東海道・中国

筋の馬とは違いて、幾疋一所に置きてもはね合い喰い合うこともなく、乗りよく人などに喰いつくということを知

らぬ体なり。南部立ての馬を以て海道第一と称せることもっとも道理なり」とその旅日記『東遊雑記』において

絶賛していたようです。（関友征「葦名神社と南部馬」鹿角市文化財保護協会発行『上津野』No.37 より）

巡見使一行は南部入りしてからずっと名馬の産地を通ってきていますので、この部分は鹿角も含めてこれま

での印象をまとめたものと考えられます。古川古松軒の印象を推測してみると、「南部入りしてからいい馬を随

分たくさん見てきたが、ここにもこんなにいるとは驚きだなあ。どれを見ても見事な馬ばかりで見苦しい馬など

一疋だっていやしない。どれでもいいから一疋欲しいなあ。私だけでなくみんなそう思っているようだな。ホント

ここの馬は日本一だ。」となるのではないでしょうか。ちなみに古川古松軒はめったに褒めることのない人だっ

たそうですから、この賛辞は価値があります。

ただ鹿角は鉱山資源も厳しく管理され馬改めも相当厳しかったようですから、名馬の産地と公にすることがで

きなかったのではないでしょうか。昨年大湯ストーンサークル館で芦名神社の絵馬が公開されましたが、『上津

野』を見ると、これは郷土史学習会による十年近くにわたる継続調査の集大成であったようです。これらを見る

と鹿角の馬文化の奥深さがひしひしと感じられます。

前回お伝えした八戸・三戸の「えんぶり」にも馬の烏帽子（えぼし）をかぶった太夫の舞がありました。ここから

八戸・三戸から鹿角に至る幕府巡見使の通り道に沿って、南部馬の主産地と馬文化があったと思われます。

「だんぶり長者物語」の黒馬は名久井郡から贈られたとあります。名久井は三戸郡にありますので、鹿角を経

由して田山・盛岡方面に展開したとは考えられないでしょうか。

今日残念なことに馬の姿を見ることほとんどありません。農耕にも輸送にも、もちろん戦もありませんから馬

の出番は競馬ぐらいしか思いつきません。しかし曲がりなりにも平和を実現した現代、苦役にも戦にも従事させ

ずよき友として馬を生かす道はないのでしょうか。ストーンサークル周辺に乗馬場をつくるとか、幌馬車、辻馬

車、シンデレラの馬車を走らせるとか・・・（続）


